
会場 福光

参加者 160名

アンケート回答数 126名

設問１ 〜20代 〜30代 〜40代 〜50代 60代〜 回答なし

年齢 1名 ０名 ９名 １０名 102名 ４名

設問２ 城端 平 上平 利賀 井波 井口 福野 福光 市外 回答なし

地域 ２３名 ２名 ２名 ０名 １名 ０名 ３名 ９０名 １名 ４名

設問３

６名

２７名

４３名

３７名

１３名

８名

２２名

３８名

４４名

１４名

南砺市立２病院の再編に関する住民説明会アンケート結果①

本説明会について①

    まあそうだ

    どちらとも言えない

    そう思う思わない

    回答なし

    そう思う

    まあそうだ

    どちらとも言えない

    そう思う思わない

    回答なし

    そう思う

（１）市からの説明内容は分かりやすい内容でしたか?

（２）この説明会を通して、市立２病院の再編について
   理解が進みましたか？
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本説明会について②

意見区分

市見解

・市民のヒートアップした思いが伝わった。統合は仕方ないと聞いていて思ったが、これまでのプロセスや説明が足りなかったように感じた。まだまだ再編の理解は進んでいないと感じた。今後の方向性や
説明を願っています。
・金大との連携、行政からのトップダウンでなく市民の声をもっと聞いてください。

・地域医療を将来にわたって存続させていくため、市民の声のほか、国の方向性、二次医療圏内での課題、市立医療機関内での課題など、それらを総合的に判断し、今後の地域医療のあり方を市議会と共に
決めていく必要があるものと考えます。
・今後、市民の皆さんの不安を払拭できるよう情報公開なども積極的に行っていきます。

・中央病院は介護医療になるように意図的に準備をしていったのではないか？そんな気がします。市民病院にどうしても偏っていったように思えます。どうでしょうか？納得できない。

意見

・初めから市民病院に集約ありきの説明会(説得会)になっているように感じた。市民の思いを素直に受け止めてほしい。

・市民の声を聞け。

・市の説明に納得できる部分がありませんでした。待ったなしと言われますが、一旦立ち止まって再検討が必要だと感じました。

・医療の課題が中心で困った話が中心で再編の方向性について、課題について置き去りになっており、今後検討との話があるが、心配である。もっとつめる必要があるのではないか。

・なぜ、南砺に住む市民の意見を聞いていただけないのか。もっと具体的な構想がないと、市民の不安をあおるばかりだと思いました。

（３）本説明会を終えて、感じたことなどがありましたら、
自由にご記入ください。

・市民の声が今後反映されていくのか？市民の声を抜きにして話が決定されていく印象。

・今回の説明会だけでなく、あと数回必要と思います。特に高齢者には必要と思う。

・もっと市民に分かりやすく説明してほしい。あと何年で取り組むなど。2つを動かすことに限界があるならこのままではいけない。高齢者が増えて病院が遠くなると行けない。もっと日常のケアができる
(病院の通院だけが安心でない環境仕組み作りなど)取り組みも市には考えていただきたい。

・まだ納得できません。

・何を言っても市民病院ありきな感じがした。

・大企業の方々から出資金が頂ければ少しでも赤字が減れば皆様々の協力が報われる。大きなうねりが前へ前進祈ります。1人1人の声を聞いてください。

・急性期と慢性期を分けても必要となる人数は変わらない。手術件数は全身麻酔と局部麻酔の人数で見てください。眼科の手術件数が多いですが、外来手術でもできます。救急搬送された人が全て入院でき
るのか。整形外科の医師を金大の整形医局が南砺中央に出し続ける言われているのになぜそうしないのか。市民病院ありきの説明、市民病院の総合医療医ばかりの人数医師数が多いと言われるが、議会での
議論は本当にされているのか。これまでの時間を費やしても住民の意見を聞く姿勢とは思えない。

・説明会を開催したから市民の了解を得たという論理は通用しません。本説明会で出た意見を基に再編案の見直しをお願いしたい。

・説明不足

・今後もオープンな話し合いを続けてほしい。

・市民が何を求めているのか、それすら把握してないように感じた。

A
説明が足りない・市民
等の声を聞いて欲しい

-P.2-



市の見解

・南砺中央病院と南砺市民病院とを入れ替えて再編を考えられないか。南砺中央病院に救急、手術機能を集約する考えはないか。

・市立２病院が共倒れし、基幹病院までが倒れるような事態だけは避けなくてはなりません。市民の皆さんが今後とも近隣で一定以上の水準の地域医療が受けられるよう、再編の機を逸することなく、持続
可能な地域医療提供体制を構築してまいりたいと考えます。

・救急を一本化するのは問題があります。病院機能を市民病院への一本化には、あくまで反対です。

・なんで市民病院に集約化する本当の理由が分からない。市民は行きたい病院に行くので、市民病院が本当に行きたい病院になるのか？市民病院ありきの政策になっている。

・再度市民病院、中央病院、砺波医療圏、県を含め協議をし、議会等で協議をし、この先１０年後２０年後の南砺市に向かって未来の南砺市のために。

・西村氏が質問したように南砺中央の方が黒字経営しているのに、中央の機能を縮小させようとするのは理解できない。

・南砺市に住んで安心できる説明をお願いしたい。なぜ市民病院が中心なのかという疑問と本音を地域市民が持っていると思う。

・2045年、20年後の人口推移が29000人に減少するのにこのレベルの話で済んでいるのが生ぬるい。集中と分散をものと砺波総合を中心として、町の医療機関とも連携し組織するべき。

・1人1人の意見を聞いても全体を満足させられません。共倒れはきついです。人口減の中では大きな決断が必要だと思います。

・なぜ市民病院にしたのか分からない。交通の便にしても高速道路利用にしてもなぜ井波にしたいかが分からない。オハラさんはハートがない。もう一度決めなおしてください。

・再編については反対です。病院は中央病院へ再編する。

・救急、手術機能を一か所に集約するメリットが分からない。更に、なぜ市民病院なのか？赤字が多いのは市民病院である。

・中心となる病院機関をもつ病院は市民病院としているが、これを南砺の中央地点、中央病院にもってくることにすべきだ。市の中心には中心となる病院をもってくることだ。

・中央に集約を検討するべきと思います。

・南砺中央病院に統合すべき。

・再編の必要性は良く理解できるが、何故井波に病院を集約するのかその理由が分からない。人的資源優位にあるように言われていたが、ほとんど庄川にある病院は遠すぎる。なぜ中央の位置にしないの
か。受付が2階にあり待合室が狭いので待つ人が辛い思いをしている。

・なぜ市民病院なのか？福光中央ではダメなのか？理解できません。短期経営計画(10年)は分からないこともないが、中期計画(25年)では中央の方が経済的でデメリットが大きいのではないかと思います。

・1つの病院化は賛成。市民病院で早く進めてもいいと考えます。

・南砺市に2病院は必要はなく、早く統合を進めてください。しっかり市政を進めてください。

・1か所の病院にすることは良いが、なぜ井波中央にするのか理由が分からない。南砺中央は交通の便が最適なのになぜ井波へもっていくのか理由が分からない。絶対反対です。南砺中央病院では対応でき
ないばかりで頭から南砺市民に良い事ばかり説明されて理解できない。南砺中央を残すことが一切説明がない。

・南砺中央病院に集約する案もありでは？再検討してほしい。

・再編について必要性は分かったが、なぜ市民病院に集約するのかが分からなかった。

・南砺中央に中心をもってこれないのか？医療の拡張、人材育成プラン検討してほしい。

・実際の患者層を知らない人が決めてもダメ。認知症ばかりが中央病院に集まる、移動も大変。バスで通院できる人なんて少ないです。

・高齢者が他の市よりも高い南砺市において、最適で手打ちが的確に必要な人の方が向き方に大きく左右される。整形外科で黒字となっている中央病院に助手とかも集約にやっていけばいいと思う。

・南砺市は広い。過去は過去、時の流れ、単なる立地条件。

・建物や医療機器も老朽化するので外来を残すのは分かるが、入院や手術は砺波総合へ紹介すれば良いと思いました。開業医も高齢化しているので各医院を設営するのではなく、公立病院で診察してもらう
とスタッフ、看護師、検査技師等で医療機器の更新を皆で支えられるのではないかと思います。

・再編は今後の南砺市の医療体制を維持していく上で大切なことだと思います。
Ｂ

再編を推進すべき

Ｃ
救急・手術機能の集約

先に対する疑問
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市の見解

市の見解

市の見解

Ｆ
その他

市の見解

・市からの説明が長すぎる。２０時３０分に予定なら質疑応答に１時間以上はほしかった。

・再編は分かる。これから充分協議お願いしたい。南砺中央の整形外科医師がどうなるか心配、長谷川Drなど優秀な手術ができるDrが撤退するのではないか？市民病院の整形外科は不安、優秀な内科、整
形は必ず残してほしい。機能を減らさないでほしい。市民の高齢化が進んでいる中、市民がかかりやすい病院づくりをお願いしたい。資源は井波が充分と言われるが、資源は動かせるものでないか固定概念
説明のような気がした。

・市では、手術機能の集約先について、コスト面、業務量面、リスク面を踏まえ、南砺市民病院に集約させることが妥当と判断しています。
・集約先に係る比較検討資料については、本資料の掲載ページにある「【本体】手術機能等の集約先に関する比較検討結果」をご覧ください。

・将来ビジョン策定時の試算では、両病院での機能分化案が最も収支が改善されました。また、国では、病院間での機能分化を推進しており、診療報酬においても機能分化を推進するための加算や評価が設
けられています。以上から、市立２病院の機能分化が現時点における最も有効な経営強化対策と認識しています。なお、将来的に砺波医療圏における医療需要がさらに減少した場合には、経営形態の変更も
視野に入れていく必要も生じてくるものと考えます。※将来ビジョン策定時の試算は、本資料掲載ページの「将来ビジョン策定時における再編案別収支シミュレート結果」をご覧ください。
・医師を派遣いただく全ての大学病院にとって、安心して医師を派遣いただくことができる院内環境を整えていくことが市としての責務と考えています。大学医局には、再編の必要性や再編によるメリット
などをご理解いただけるよう最大限の努力を尽くしてまいります。

・市民の皆さんのご理解を得られるよう尽力してまいります。

・もう少し詳しく説明してほしかった。病院の残し方の説明。

・論点を再整理されると良いと思う。要は南砺中央の整形の手術をどうするかだけ。

・インチキ、ごまかし

・この様な説明会が遅すぎる。今後が心配だ。

・このような形の説明会をもっと何度も開くべきだと思います。

・この計画を進めると病院の赤字の解消はできるのか？砺波医療圏が全て協力して独立行政法人化するくらいの覚悟がいるのではないか。

・説明会では、限られた時間の中で市民の皆さんに市が考える病院再編を正しく理解いただき、その上で、市民の皆さんからのご意見をうかがう場とするため、説明内容を何度も調整してまいりました。
・今後、市民の皆さんの不安などを払拭できるよう、いただいたご意見を参考に開かれた情報公開に努めてまいります。

・地域住民の理解には程遠い状況だ。将来医療に対する不安が高いままだ。地域別説明会を開催願いたい。

・地区の人口予想も考えて、10年20年先を見てほしい。井波の街中の人口は著しく少なくなっている。

・今現在決定してないので議会での内容をしっかり協議して、市民のためになるようにしてください。

・Web会議の方が邪魔な発言を聞かされずに済むと思った。

・当局の言い分ばかりの説明会であった。

・市民に寄り添った説明がなかったと思います。

・具体的に現在病院に通っている方は、井波に通うことになるのか残る外来で問題ないのかといった話もしてほしい。

・南砺市の将来を担う、若い方々の意見を聞く場面が必要だと思った。

・活発な議論をして決めていただきたい。(公開はしてほしい)

・市側の説明が市報で伝えられた内容と同じで、市民が理解できていないという前提で話されているように感じた。今後の進歩状況について、できるだけ分かりやすい説明を期待する。

Ｄ
再編後の地域医療提供
体制に対する不安

Ｅ
説明会の内容に関する

意見

・質問に返答する職員の態度が市民に寄り添っている感じがしなかった。

・金大との関係を保てるのであればいい。
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会場 井波

参加者 ９５名

アンケート回答数 71名

設問１ 〜20代 〜30代 〜40代 〜50代 60代〜 回答なし

年齢 ０名 １名 ６名 １５名 ４５名 ４名

設問２ 城端 平 上平 利賀 井波 井口 福野 福光 市外 回答なし

地域 ９名 １名 ０名 ０名 ３９名 ０名 ６名 ９名 ３名 ４名

設問３

２６名

２４名

９名

７名

５名

２９名

１８名

１０名

８名

６名

（１）市からの説明内容は分かりやすい内容でしたか?

    そう思う

    まあそうだ

    どちらとも言えない

    そう思う思わない

    回答なし

（２）この説明会を通して、市立２病院の再編について
   理解が進みましたか？
    そう思う

南砺市立２病院の再編に関する住民説明会アンケート結果②

本説明会について①

    まあそうだ

    どちらとも言えない

    そう思う思わない

    回答なし
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本説明会について②

意見区分

市の見解

市の見解

・現状維持で地域性の強い意見はタブー。人口減少対策、先のことを考えた意見が必要。過去の経緯も必要だが、先を見ることが必要である。前向きな話を聞きたかった。

・インフォメーションを重ねてほしい。再編は賛成です。アクセスお願いします。

・今再編しないと人口減少、医療職減少に対応できない。

・再編は少しでも早く実施、完了すべきと思う。

（３）本説明会を終えて、感じたことなどがありましたら、
自由にご記入ください。

意見

・地域医療を将来にわたって存続させていくため、市民の声のほか、国の方向性、二次医療圏内での課題、市立医療機関内での課題など、それらを総合的に判断し、今後の地域医療のあり方を市議会と共に
決めていく必要があるものと考えます。
・今後、市民の皆さんの不安を払拭できるよう情報公開なども積極的に行っていきます。

・福光や城端の方から中央病院の機能維持等について質問が多く出ましたが、何よりも砺波医療圏、南砺市全体の事を考えて将来の医療体制を考えていかないといけないと思います。その考え方でこれから
進めていただければと思います。

・広い南砺市に２公立病院は必要。地域包括医療ケアを進める為にも必要です。市民病院は県内でも早くから訪問看護に取り組んできましたし、病院機能評価の認定を受け、職員の医療に対する思いが熱い
市民病院です。そのような事が評価され南砺さとやま診療所が開院しました。このことを良く理解したうえで進めてください。

・市立２病院が共倒れし、基幹病院までが倒れるような事態だけは避けなくてはなりません。市民の皆さんが今後とも近隣で一定以上の水準の地域医療が受けられるよう、再編の機を逸することなく、持続
可能な地域医療提供体制を構築してまいりたいと考えます。

・住民、職員ともによく意見を集める。もっと現場に聞くべき。改修案、なぜ市民病院なのかの説明不足。役場や診療所へのバス連携不足(現状は地理)。町中の市民病院でよいのか？問題職員への対応、上
部の職員もしかり。集約は必要、というよりも改修費が必要。職員らにも細かく聞くべき。案はあるはず。

・前向きな方向性を導きだすことは大切。

・再検討と住民の説得がさらに必要。

・まったなしの状況であることがよく分かった。医療は人で成り立つ。医療従事者に選ばれることこそ持続可能となる。大いに進めていただきたい。

・４分の１にあたる１万２千数百の反対署名の民意をどのような形で反映して行こうと考えておられますか？

・すべてを南砺市民に集約が望ましい。立地条件は市の中央(真ん中)である必要はない。市民として負担が少ない方法を望む。すべては経済面(金)で判断すべきである。

・資金面を考えると頭の痛い事であると共に２病院をどう立て直していくか、今しっかり機能している市民病院を必ず中心にして進めていってもらいたいと願っております。

・大学の利己的な考え方がそのまま確保できる保証はなく現状から考えて本気で進めてほしい。

・砺波医療圏の病院の在り方を先に(もしくは並行して)検討協議を進めてほしい。地域間の市民の立場で考えてほしい。

・話を聞いて、将来の南砺市で安定した医療が提供される見込みがあり安心した。

A
説明が足りない・市民
等の声を聞いて欲しい

Ｂ
再編を推進すべき
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市の見解

市の見解

市の見解

・地域の医療の現状が理解できた。

・南砺市の説明、市民の話、議論を直接聞けたことはよかった。

・２病院の再編について納得できる説明ではなかった。再編による収入の説明がなく、本当に再編がいいのか判断できない。

・市当局は、説明会を開いても参加者が意見を言ってもこれまで通りに進めていくだけという方針であり、市民の不信感が増長するだけであった。

・８町村でも説明をするべきだと思いました。交通アクセス(日中、夜間)大事だと思います。

・これからの検討が多く、説明会の時期としては早すぎないか？具体的な計画が立案されてから説明するべきだと思う。また、このやり方で問題を解決できるのか？病院の経営改善はされるのか？

・社会の変化で現代環境の維持で南砺中央の過去の歴史(城端厚生病院の歴史)ドクターカーを南砺中央に？

・地域により温度差が大変不安にする状態。このまま進めていいのか？と不安になった。もっと具体性を含めた説明が必要。外来、入院をそのままにして、手術と救急を集約すると、これでどの程度経営が
改善するのか？シミュレーションされているのだろうけど、私にはあまりイメージできません。

・地理的、人口的要因は大きな要素だと思います。砺波医療圏で南砺市が分担する医療範囲の検討後に、どこに何を設置するのかを考える方が自然の考え方だと思います。

・市では、手術機能の集約先について、コスト面、業務量面、アクセス面、リスク面を踏まえ、南砺市民病院に集約させることが妥当と判断しています。
・集約先に係る比較検討資料については、本資料の掲載ページにある「【本体】手術機能等の集約先に関する比較検討結果」をご覧ください。

・病院職員の疲弊や新たな職員確保が困難となっている状況を踏まえれば、この再編は避けて通ることはできず、市民の皆さんに対する十分な情報提供も行いながら、手遅れになる前にスピード感を持って
進めていかなくてはならないものと考えています。
・再編後の収支は、市立２病院の病院機能、入院基本料、病床数、職員配置、病院建物の使用範囲などを決めた後でなければ現実的な算定が行えません。市議会で本再編方針が承認された後に策定すること
としている基本構想において、それらを決定し、収支試算も行っていく予定としています。
・再編後における市民の皆さんのアクセスについては、２病院間でのシャトルバスなどを検討していく必要があるものと考えており、基本構想の中で具体的な形を検討してまいります。
・大学医局に対し、医師派遣の確約を行うことはできません。大学医局は本市だけでなく、様々な地域の医療を存続させると共に医師を育成する責務を担っておられるため、私ども市立病院では、医師派遣
いただいた医師が十分な研鑽を詰むとともに、安心して診療を行える労務環境を築いていくことに注力することが重要と考えています。

・人口減少の中での病院経営の難しさ。議論も大切だが方向性議論も適時が大切だと思います。

・市民病院を急性期病院とするとすればハード面で不安あり。手術棟、リハ棟、駐車場、職員全体の環境、受付や待合場所、その他多くの対応にどう計画性あるのか。

・仮に統合されたなら交通弱者のアクセスを「なんバス」以外の対応を検討されていますか？

・整形外科の金大からの医師獲得の確約が取れるのでしょうか？

・今後の市民の皆さんへの説明の方法などについては、市議会とも協議しながら進めます。いずれにしても、市民の皆さんの不安などを払拭できるよう、開かれた情報公開が必要と考えています。

・市民病院の問題点として、受診の受付が２階にあり高齢者にとって利用しづらい。待合室が狭く血液検査室が待合室(受付のとなり)にあり、ベットで検査を受ける患者さんが通るたびによける必要がある
また、待合室の中央に階段があり、一画スペースを狭くしている。病室や廊下が暗い。医師を育成したと市長は話していたが、そのような仕様にしてきたのでは？駐車場が狭い、包括ケアセンター側の駐車
場は広いが、病院に入るのに受付まで遠い。以上の事から市民病院の編成どう考えても合理的ではない。

・以前このままだと共倒れになるとの話を聞きましたが、私の回りでは主に反対署名をした人たちは殆どが統合されたら市民病院には行かないとの意見が圧倒的なのですが、そんな状況でうまく経営して行
けるのでしょうか？見解を聞かせてほしい。

・南砺中央病院は福光、城端、平、上平、白川で発足したのですから、この説明会を城端、平、上平でも行われるものと思っていますが、福光会場、そして今日の説明会の内容を広報に掲載してもらいたい
のですが、お願いします。

・南砺市民病院を残して、南砺中央病院は長期療養病院にしようという計画になっており、そのようになっていくのが心配です。南砺中央の外来もどうなっていくのか(今まで通り通院できるのか、医師も
今まで通りいるのか)心配です。病院でも説明してほしいです。
・再編成の収支がどうなるのか？

・なぜ市民病院なのかが理解できない。この説明会で理解が得られたと判断されるのか、理解できない。金大の整形外科医を出し続けているという医局を何と考えているのか。医師があっての医療なのに総
合診療医こそ地域の診療所や在宅で活躍してもらえればいい。

・統合先はやっぱり南砺中央病院がいいのではないか？将来の展開も平地で空地もありコスト的にも有利であろう。

・説明会に来ている方を見ると、４０代以下が少数であることに対して課題を感じた。

C
救急・手術機能の集約

先に対する疑問

D
再編後の地域医療提供
体制に対する不安

E
説明会の内容に関する

意見
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